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学社融合の基礎的研究
- 学社融合関係を中心 として -





























































































































































え,主体的に判断し,行動 し,よりよく問題を解決する能力｣ と ｢自らを律しつつ,他人
と協調し,他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性 とた くましく生きるための健
















































してとらえる｡したがって,こどもを全面的な社会主体者 ととらえる ｢経験教育主義｣ と
は異なり,こどもを (学習 ･社会主体)ととらえ,こどもの ｢生きる｣生存構造を (学習
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